
まえがき

複雑系科学は従来の分析的科学で説明が難しいような複雑な現象を取り扱う．そのキーワードは

自己組織化と創発性である．複雑系科学は，計算機科学，数学，物理学，生物学，経済学，社会学，

心理学など多くの研究分野と関わりがあり，文理横断型の研究分野といえる．

本書では複雑系科学全般を紹介する．カオス，フラクタル，社会経済物理，ニューラルネット

ワークなど幅広い話題を解説するが，あまり詳細には踏み込まない．特に，本書の前半（4章まで）

では文理横断型の学生への講義も念頭に置いて，自然科学概論的な内容も含めながら，できるだけ

難しい数学を使わずに複雑系科学を説明する．第 1 章は全体のイントロダクションである．第 2

章，第 3章で非線形科学のキーワードであるカオス，フラクタル，複雑ネットワークなどの解説を

行う．第 4章では生命現象の理解に複雑系の考え方を適用した例を紹介する．第 5章以降の後半は

微分方程式や確率を用いた少し高度な話題になっている．第 5章は非線形微分方程式や分岐現象の

入門で，後半の準備の章でもある．第 6章，第 7章では自己組織化臨界現象や集団運動などを解説

し，著者達の研究もいくつか紹介する．第 8章ではニューラルネットワークを概説する．

研究室の石橋和也君に草稿をチェックしてもらい，坂口将史君には一部の図を作成してもらった．

「数理科学」の大溝良平氏，平勢耕介氏には編集でお世話になった．ここに，お礼を申し上げる．

2018年 2月

坂口英継　

本庄春雄　
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